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医工連携による磁場下過冷却（細胞）臓器凍結保存技術開発と臨床
応用を目指した国際共同研究
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従来食品凍結技術として過冷却技術が普及し
始めてきたが、医療への応用は未だない。今回、
医工連携による革新的過冷却凍結装置開発加
速と臨床応用を目指し、医療現場で使い易い装
置設計を行い、正確な温度制御、均一な磁場
発生、高い耐久性・安全性・省エネルギーを実
現する。

ポータブルがタカ冷却凍結装置の開発に成功。
安定的に過冷却が発生できる冷却装置の開発を、大型臓器用と小型臓器用の2つのアプロー
チより行った。大型臓器用過冷却装置においては、冷却槽内の冷却溶媒を灌流することで、
肝臓や心臓といった大型の臓器の温度勾配をできるだけ抑制し、精密な温度設定、変動磁場
発生を高率に発生させることを目標に開発を行った。小型臓器（組織および細胞）過冷却装
置においては、1cm大の組織を対象に、より精密な温度設定、変動磁場発生をより高率に発
生させるポータブル型（20ｋg未満）の装置の開発を行った。

磁場下・過冷却臓器（細胞）凍結技術の開発
と至適凍結条件を解明し、過冷却技術による、
生命維持臓器（心臓・肝臓等の大型臓器）の
保存技術の確立を目指す。

代表論文：Microsurgery, 32(2), 153-7, (2012)

臓器凍結保存技術が開発されることで、移植
医療分野の進歩のみならず、病理学分野や、
獣医学までも進歩することが予測される。ま
た、少子高齢化社会において、生殖器凍結

技術は大変重要と思われる。
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過冷却凍結に成功したカニクイザル臓器標本（子宮）


